
掲載数 45

地区 学年 教科等 テーマ 内　容 参考事項（講師・教材等）

1 川崎市 小複合 その他

ひまわりプロ
ジェクト～天国
のはるとくんに
ひまわりをとど
けよう～

　京都で4歳で交通事故で亡くなった天国のはるとくんへ、ひまわりを届ける全国的に行
われているプロジェクトの種が戸手小学校にも届けられた。
　子どもたちに、交通安全に気を付けなければならないこと、命を失ったらどれほど家族
が悲しみつらい思いをするかということを伝え、自分たちができることを話し合った。春
に蒔いた種は、夏には大輪の花を咲かせ、秋には数え切れないほどの種をつけた。朝会で
支援級6年生が全校児童に「翌春にみなさんも命を大切にし、命をつなぐ運動に参加して
ほしい。」と投げかけた。たくさんの子どもたちが賛同し、種を分けてほしいと言ってく
れた。交流のある近隣の小学校へもとれた種を届けた。

支援級担任が生活単元の
中で授業を行った。
全国のひまわりプロジェ
クトの写真を用いた。
４月～１０月継続指導

2 川崎市 小６ その他

洪水から身を守
るために
命を守るための
３つのポイント

　本校は浸水想定地域にある。水害があったときにどんな行動をしたらよいかを考えるこ
とをめあてとして、学習に取り組んだ。まずは、学校のある地域の特徴や災害から身を守
るための方法について校長先生の講話を聴き、そのあと、ビデオ教材を見た。各クラス
で、自分の通学路や遊びに行く場所で災害が起きたときにどう行動するかなどを具体的に
意見交換した。

ビデオ教材副読本
洪水から身を守る
ためのQA

3 川崎市 小３ その他
人権について考
える

　「人権」とは、何なのかを考えられるよう法務省の作成した動画①やリーフレット②を
活用し、人があたりまえに安全に安心して生きていく権利をもっていることについて考え
させた。また、「人権」はおびやかされてはいけないため、自分のもっている権利と周り
にいる人たちのもっている権利も守っていかなければいけないというところまで考えられ
るようにした。家庭とも連携するため、その日の課題として「自分を見つめなおす」こと
のできる冊子③を配付し、保護者と一緒に取り組んでもらった。

①人権啓発教材紙芝居
「ぼくのきもちきみのきも
ち」
②かわさきし子どもの権利
じょうれい
③「自分らしくかがやく」

4 川崎市 小複合 その他
自分の命を守ろ
う「めざせ、防
災マスター」

　なかよし級では、生活単元学習として防災に関する学習を行った。導入では実際に防災
センターへ行き、地震体験や、煙体験、避難シミレーションを体験した。体験を通して、
防災への準備の必要性について実感した子どもたちは、その後の学習で自分の命を守るた
めに必要な知識や行動を話し合いを通して考えた。ダンゴムシのポーズや、机の下にもぐ
るなど、瞬時に安全な場所を判断して自分の身を守るための行動を取れるよう学習を行っ
た。また、もしもの時に困らないように備えの大切さについても確認し、備蓄やハンカチ
や防災頭巾の用意など備えの準備も自分たちで行った。災害を身近なものと捉え、自分が
できることを考えるよい機会となった。

支援級（1～6年）

令和３年度　いのちの授業　事例集（小学校）【その他】



5 川崎市 小複合 その他

人権週間～自分
や友だちを大切
に、お互い認め
合う～

　子どもたち一人一人が違いを認め合い、互いの人権を尊重しあえるように、11月15日～
19日を「だれもが大切！みとめあおう週間」(人権週間)として位置づけた。
　いじめ防止標語の作成、道徳の授業、関連する本の読み聞かせを行った。学習を通し
て、自分や友だち、生き物みんなが大切な存在であることに気づき、「これからも大切に
していきたい」「認め合うことの大切さを学んだ」と振り返っていた。

全学年で共通で実施

6 川崎市 小６ その他 命の尊さ

　あなたは、両親の性質を半分ずつ受け継いだ、たった一つの存在だ。全ての生き物は、
３８億年前に海の中で生まれた細胞から命をつないできた。だから、たくさんの生き物に
感謝しながら、命をつないでいく自分の役割を忘れずにいよう。命は、あなただけのもの
ではないのだから。
　こうした題材から、全ての命は３８億年も前からつながっているという文章を通して、
「命」は、誰のものなのか考えさせ、つながりの中にある掛けがえない命を慎み深く受け
止めようとする心情を育てる。

三十八憶年の命
（道徳）

7 川崎市 小４ その他
命とはどのよう
なものか

　導入では、『生きていること」とはどのようなことなのか、児童自身が振り返り考え
た。教材を使い本物の犬とロボットの犬の特徴を捉え、その違いを比べた。それにより命
の大切さや不思議さ、命とはどのようなものか考えられるようにした。

「生き物と機械」
(道徳）

8 相模原市 小複合 その他
思いやりの花を
植える活動

　福祉委員会が全校児童対象で思いやりの花（パンジー）を植える活動を昼休みに行っ
た。「思いやりを大切にしましょう」と言って思いやりの花を１人１つ植えた。放送で声
かけしたこともあり、１００人くらい集まった。１人１つ思いやりの花を植えて命を大切
にする気持ちと植物を大切にする気持ちが育った。

9 相模原市 小１ その他 動物愛護

　「いぬとなかよし」の授業を１年生対象に行った。盲導犬や警察犬などの使役犬につい
てや、犬との正しい触れ合い方について学んだ。子どもたちは、毎月ウォーキングタイム
に参加してくれているセラピードックが殺処分予定の犬だったことに驚いたり、爆弾探知
犬に興味をもったりしていた。実際に犬と触れ合うことで、より犬が好きになったり、苦
手だった児童も興味をもてたりしていた。

講師
スマイルアニマルセラ
ピークラブ代表

10 横須賀市 小複合 その他

防災教育
「お・か・し・
も」の約束を守
り、すみやかに避
難し命を守る

　地震が起こったときに、どのように命を守るのか避難の仕方の確認をした。いつどこで
地震が起こるかわからないため、教室以外で地震が起こった場合を想定し、考えて話し
合った。また、避難の仕方やどのように自分を守るのかを画像で再度確認をした。また、
学校以外で地震が起こったときのことについてもよく考えていた。自分の命を守るために
今できることを考えていた。

パワーポイント

11 横須賀市 小２ その他 防災指導

　防災訓練後の事後指導において、まずは自分たちがどのような行動をとったのかを振り
返りをさせた。ふりかえりをすることで子どもたちは、実際に地震があったり、火災が
あったりしたときにどのような行動をとるべきかを確認できた。また、担任が実際に被災
した経験を児童に話したことで、いつでもだれでも被災する可能性があることに子どもた
ちは気が付くことができた。



12 湘南・三浦 小６ その他
歌唱
「いのちの歌」

　歌唱「いのちの歌」の導入に歌の情景をイメージする活動を取り入れた。その後、歌の
核となる部分に焦点を当て「いつかはだれでもこの星にさよならを」の言葉の表現につい
て意見を出し合った。そこでは音楽的要素からも大事な部分であることに着目した。ハー
モニーからユニゾンに変化し音量も急に小さくなる点に数人が気づいた。まとめの段階で
は、「いのち」はいつまでも続かないが、それは誰に対しても平等であるという意見が多
く見られた。最後に自分の「いのち」をこれからどう生きていくのか考えをまとめて共有
していった。

6年　音楽の教科書

13 湘南・三浦 小２ その他
防災教育
「地震からいの
ちを守る」

　大地震を想定した避難訓練は、毎年行われ訓練しておけば倒壊した建物や落下物から
は、私たちの身を守ってくれる。しかし実際に被災してみると、それだけでは、十分では
なかった。震災により仕事を失った不安から心を病んだり、身近な人を亡くした絶望によ
り自ら命を絶ってしまったりした人々が大勢いた。授業では、担任の被災の経験から、被
災後の不安や絶望からも、生きる意味を見いだし強く生きていく事の大切さや共に励まし
合って生きる事の重要性について考えた。

ワークシート

14 湘南・三浦 小４ その他 生命誕生

　養護教諭が体育科の保健領域において、「体の成長とわたし」をテーマとした授業を
行った。よりよく成長するための生活のしかたを話し合いながら、体の発育・発達につい
て学んだ。また、個人差についても学び、自分を大切にすることについて児童が考えられ
る授業となった。振り返りでは、個々の気持ちを文章で表現した。

講師は養護教諭

15 湘南・三浦 小１ その他
小動物とのふれ
あい体験

他者と直接的にかかわることが制限され、子どもたちの遊びや生活様式などが変化し
て、生命の大切さを実感できない子どももいる。そこで、遠足において、小動物とふれあ
う体験を通して、小動物の鼓動やぬくもりなどを実感するとともに、小動物も自分と同じ
ように生命があることに気付き、大切にすることができる場を設定した。当日は、ふれあ
い動物園の職員さんから、抱き方・エサの与え方などを教わった。子どもたちの中には、
あまり動物に触れ合う機会がなく、恐る恐る触る子もいた。しかし、最後には、どの子も
小動物と触れ合うことができ、小動物の温かさや柔らかさを感じながら、命の大切さを学
ぶことができた。

平塚総合公園（ふれあい
動物園）職員
小動物（モルモット・ひ
よこ・ウサギ等）

16 湘南・三浦 小複合 その他
じぶんの命は自
分で守る

　学校行事の地震避難訓練に合わせて自立活動の時間に行った。地震や災害がどんな被害
を与えるか、イメージをつかみにくい児童に対しても、過度に恐怖心を植え付けないこと
に配慮しながら、災害の映像を提示し、視覚的に災害とはどんなことなのかを理解させ
た。その後、自分たちの身を守るためにできることは何か、話し合って考える時間を設け
た。

ＮＨＫ ｆｏｒ ｓｃｈｏ
ｏｌより
・ストレッチマンゴールド
「地震にそなえよう！」
・「地震の多い国　日本」

17 湘南・三浦 小複合 その他
いのちとからだ
「プライベート
ゾーン」

　全学年実施。各学年に応じたプライベートゾーンの話をスライドを使用して行った。水
着で隠れる部分と口をプライベートゾーンと呼び、自分以外では触らないこと、触るとき
は見えない所で触ることを確認した。友だちや家族であっても嫌なことは嫌だと言って断
ることは良いことであると確認した。どの学年も自分も友だちも（心・体・命）を大切に
することを学んだ。

１～６年



18 湘南・三浦 小複合 その他 海洋教育
　地引網体験を通して三浦市で行われている漁業について学んだ。また、海洋生物に実際
に触れて観察する活動を通じて、三浦の海やそこに住む海洋生物の命の大切さについても
学んだ。

地元の漁師の方々

19 県央 小複合 その他
防犯教室「侵入
者から自分の命
を守る」

　校長先生の言葉、講師紹介後、校内作成ビデオにて、不審者侵入時の対応の流れを確認
した。

侵入者役である少年係の職員の顔を確認後、訓練を開始した。実際に侵入対応訓練を
行った。状況によりバリケード作成、非常ボタン使用可、合言葉による放送を行った。
　訓練終了後、バリケードを解除し、ビデオ映像による振り返りを行った。講師による指
導講評をいただき、防犯教室を終了した。
児童は、真剣に訓練に取り組んだ。自分の命を守るためにできることを考えていた。

全学年対象とした防犯教
室の実施。
講師は、防犯に詳しい生
活安全第一課、防犯少年
係の職員。

20 県央 小複合 その他 命の授業

　１年から４年までは、養護教諭がTTに入り各学級で「生まれてきてくれてありがとう」
「一人一人が宝物」のテーマで「命の授業」を行っている。
　５年前から「命の授業」の集大成として講師の先生に講話をお願いしている。
　学校を代表して５年生と６年生にお話をしていただいた。
　児童は真剣なまなざしと態度で講話を聴いていた。
　感想文も命の大切さを感じた想いが詰まったものとなった。

５年生６年生対象
講師は、様々な場所で講話
をしている、認定子育てｱ
ﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰの先生。

21 県央 小１ その他

防災教室
地震が起きたと
きの身の守り方
を考えよう

地震について知っていることを発表し、地震がどういったものなのかを知るところか
ら、話した。その時に過度な恐怖心をもたせないよう気をつけた。
　学校内で地震が起きたときに、どのように避難するのかを教室や教室以外（廊下、トイ
レ、体育館、特別教室、校庭など）の場所での避難経路や避難方法を詳しく確認し、自分
の身の守り方を考えた。

学校内配置図

22 県央 小複合 その他
新型コロナウイル
スに関する差別・
偏見をなくす

　２学期始業式及び臨時休業明けに、校内放送校長講話でコロナに関する差別・偏見をな
くすようこころがけた。

23 県央 小複合 その他 命を守る行動

　自分の命、人の命を守るために何ができるのかを考える授業を全学年が実施した。６年
生は、けがの手当て、AEDの使い方、避難所での生活、自然災害があったときにとるべき
行動などを考える授業を実施した。さらに、不審者が校内に侵入した場合の安全で適切な
行動についても、スライド資料をもとに学習し、緊急放送の内容や具体的な退避行動につ
いて指導、確認した。

スライド資料　全学年実
施



24 県央 小２ その他

テーマ：生命尊重
単元名「しぜんの
いのち」
「いきもの なか
よし 大さくせ
ん」

　生活科で探した、バッタやダンゴムシを虫かごに入れて飼育することになったが、すぐ
に死んでしまい悲しむ様子が見られた。そこで、道徳科の授業を通して、身近な自然に親
しみ、動植物の命を慈しんだり大切にしたりする気持ちをもってほしいと考えた。
　どんな生き物にも命やそこに住む自然環境があり、むやみに奪ってはいけないという発
言や心情が生まれた。また、飼い方を工夫したり、捕まえても元にいた所に返したりする
姿が見られた。今後もその都度、子供たちの成長の実態に応じて命について考えさせてい
きたい。

光文書院「どうとく２
年」

25 県央 小複合 その他
自分のいのちを
育てよう

　自分のいいところと直したいところをワークシートに書いた。発表しながら、直したい
ところもいいところに変わるのではないかということ（リフレ－ミング）について学習し
た。

「尾木ママのいのちの授業
自分のいのちを育てよう」
より
学年：１年生３年生４年生
５年生６年生

26 県央 小複合 その他

できることがた
くさん
「ぼくを探し
に」

　最初は「自分にできること」が思いつかない様子だったが、例を出すと「そんなことで
もいいんだ」と、どんどんワークシートに書いた。最後は「できることビンゴ」をするこ
とで、自分にはできることがたくさんあることに気付くことができた。
　「ぼくを探しに（シェル・シルヴァスタイン）」の読み聞かせでは、ありのままの自分
でいいということを伝えた。

「ぼくを探しに」
学年：１年生３年生５年生
「尾木ママのいのちの授業
自分のいのちを育てよう」
「いのちを考えるブックガ
イド」より

27 県央 小５ その他 性に関する指導

　１月は全学年を対象に、発達段階に応じた性に関する指導を行った。５年生では「わた
しは奇跡、あなたも奇跡」という題材で、生命誕生の確立やいのちが引き継がれてきたバ
トンについて学習した。受精卵は精子と卵子が結びつくことで誕生すること、そしてその
確率は1200兆分の１であることを理解した。また、先祖代々の家系図を書かせる活動を取
り入れ、自分は数え切れないほど多くの人から命のバトンを引き継いだこと、そしてこの
先祖の１人でもいなかったら自分は誕生していないことを確認し、自他を大切にする心を
育む活動につなげた。

養護教諭

28 中 小複合 その他 不審者対応訓練
　不審者の校内侵入など，緊急時に備え，安全を確保する訓練を行う。的確な指示と迅速
な避難を心がけ，自分のいのちは自分で守れるように体制を確立をする。

29 中 小６ その他 性と命の学習

「エイズって何だろう」
　エイズがどんな病気なのかを理解する。正しい知識があれば過剰に恐れる必要はなく、
社会的な差別という問題が起きなくなると感じることができる。ワークシートなどを使っ
てエイズについての基礎知識を学ぶ。
　ワークシートの記入からＨＩＶについて理解ができました。もっと周りの人にも知って
もらおうと思いました。親しい人がかかったと聞いても、受け入れられると思いました。
等

養護教諭



30 中 小６ その他 性と命の学習

「いろいろな性って何だろう」
　多様な性について学ぶことを通して、謙虚な心をもち、広い心で自分と異なる意見や立
場を尊重しようとする心を育てる。また、誰に対しても差別をすることや偏見をもつこと
なく、公正公平な態度で接することができる。
　ワークシートの記入から、性別は男女だけではなく、多様な考え方があることが分かっ
た。これから、自分もトランスジェンダーの人に出会うかもしれないから、今日の学習が
できてよかった。等

養護教諭

31 中 小５ その他
道徳科「電池が
切れるまで」

　若くして亡くなってしまった子が書いた詩を朗読し、児童に率直な感想を聞いた。児童
の多くからは「命は大事だと思った。」という声があがった。次に、この子はなぜこのよ
うな詩を書いたのかと問いかけた。教材を読んでいく中で、その子の思いに触れて、話し
合いをしていく中で、自分の命だけでなく、ほかの人の命も大切にしようとする心情を養
うきっかけとした。児童からは、「命があることが当たり前と思わず、生きていることが
幸せに思う。」と振り返りに書いていた。

32 中 小４ その他 大人への準備

　性教育の授業で｢大人への準備｣というテーマで思春期に起こる体の変化について学習し
た。
　いのちのつながりのなかで次のいのちを育むための準備が始まることに気付くことがで
きた。
　この授業を通じて自他の体を大切にする心や態度を育むことができた。

秦野市役所
子ども家庭支援課より
２名

33 中 小２ その他
おへそのひみつ
～おなかの中の
赤ちゃん～

　おへそのある動物・ない動物の違いをクイズで考え、おへそのある自分やともだちみん
ながお腹の中にいた頃、へその緒で母親とつながっていたことを学習した。また、胎児人
形を活用してお腹の中の赤ちゃんの成長を知り、全員が長い間お腹の中で大切に育てられ
てきたことを感じられるようにした。さらに、絵本「つながってる！」を読み、今のいの
ちは多くのいのちがそれぞれ母親とつながってきたかけがえのないものであることを実感
できるようにした。

・絵本「いのちのまつり～
つながってる！」(サン
マーク出版)
・胎児人形(３ヶ月、５ヶ
月、誕生時)

34 中 小複合 その他 不審者対応訓練

　不審者が校内に侵入したことを想定し、児童の安全を守るための教員と児童の行動を、
学校全体で確認・練習した。その際、実際にあった大阪の事件とやまゆり事件の資料を全
教員が改めて共有し、児童にも発達段階に合わせてこの事件の話をした。自分、他者、ど
の命も皆一つだけのとても大切で尊重されるべきものということを、実例やこの訓練から
も学んでいた。皆真剣に取り組み、不審者が侵入してきたときの行動の仕方を確認でき
た。

・大阪教育大学附属池田
小学校事件に関して
・やまゆり事件について



35 中 小３ その他
いのちのつなが
り，いのちのは
じまり

　「新しい命の始まりを考え，赤ちゃん（胎児）が成長する様子を知り，自分たち一人ひ
とりがかけがえのない存在だという事を理解すること。」をめあてに行った。
　自分の命の始まりとして，「お父さんの赤ちゃんのもとが0.05mm」「お母さんの赤ちゃ
んの卵が0.2mm」というとても小さな存在から始まることを写真や 紙などで見せて導入を
行った。その後，実際にお母さんのおなかの中での成長の様子を心音を聞かせたり，胎児
の人形を見せたりと10ヶ月間の様子を具体物を使いながら，学習を進めた。
　最後に，いのちはたくさんの人から受け継がれきたものであるということを押さえて，
振り返りを行った。
　子ども達の振り返りとして，「始まりの大きさがこんなに小さい事を知って驚いた。」
「赤ちゃんはおなかの中で頭が下になることを初めて知った。」「お母さん、お父さんに
命をありがとう。と伝えたい」等、一人ひとり命のことについて考えることができた。

養護教諭による授業

36 中 小３ その他
道徳「命どぅた
から」

　沖縄戦の話を通して、他の命の尊さを感じ取らせ、かけがえのない命を大切にしようと
する自覚を促し、人として心豊かに生きていく心構えの基礎を育むことを目指した。成果
としては、命の尊さについて、「一度なくなったらもどらないもの」や「二度と家族や友
だちに会えない」など、命はとても大事であるという思いを引き出すことができた。ま
た、「戦争を起こしたくない」という意見や、「戦争のときに生まれなくてよかった」と
いう思いをもった児童もいた。

37 中 小６ その他

コロナ禍におい
て、仲間と過ご
すために大切な
こと

　夏休みが開け、２学期がスタートした。夏季休業中から、新型コロナウィルス感染症の
感染者が急増し、これまでよりさらに感染症対策が必要とされる学校生活の始まりだっ
た。６年生の２学期は、運動会、修学旅行など特別な行事が控える中、コロナウィルスに
感染しないため、自分と仲間の命を守るために何ができるかを考えさせた。そして、今後
コロナ禍において関わり合うためにどのようなことを意識して生活していけばよいかを話
し合い、作文にまとめた。

38 中 小５ その他
道徳教育
「コースチャぼ
うやを救え」

　ソ連で大やけどを負ったコースチャ坊やを日本の医師が国境を関係なしに救う話。学習
の導入部分でコースチャ坊やに関わった人物を確認し、どうしてそこまでしてコースチャ
坊やを助けることを優先したのか考えた。海外渡航するには様々な壁がある中、大変な決
断をした理由を考え、「命の大切さ」について考えることができた。

資料
新訂　新しい道徳５
東京書籍

39 中 小６ その他
道徳教育
「土石流の中で
救われた命」

　大雨のあとに起きた、土石流の発生で多数の死傷者が発生し、二人の警察官による命が
けの救助活動が始まる。学習の導入部分で、町のボランティアの人達の活動を想起し、本
文を読み、感じたことを話し合った。話し合いが進むと、自分たちの安全な生活は、災害
時だけでなく普段から、家族や先生、町の人、友達など様々な人達に支えられていると気
づいた児童がいた。

資料
新訂　新しい道徳６
二宮町のボランティア活動
の写真等を活用し、具体的
に想起できるようにした



40 中 小複合 その他
防災教育「地震
からいのちを守
る」

　大規模災害に備えて緊急避難についての具体的な話を聞き、そのルールやマナーについ
て全校児童を対象に振り返りを行った。訓練の前後に災害時に自分たちにできることも考
えて話し合った。災害時だけではなく、日ごろから、いのちを守ために自分たちに何がで
きるか考え出した児童も多くいた。

41 県西 小複合 その他
コロナと感染予
防

　昨年度より様々な活動の度にふれてきたCOVID-19（以下コロナ）についての正しい知識
を再確認していくことを目的として、学級の時間や授業などで行った。
　コロナは感染症・病気であり、接触や飛沫によって感染する。マスクやアルコール消毒
などの対策を行っていくことで多くは予防することができる。こういった正しい知識を身
につけていくことで、コロナ禍における学校生活を安全に過ごすことができるようにな
る。合併症を引き起こすなど重症化することもあり、感染予防をしていくことで、自分の
命や身近な人たちの命を守っていけることを学んだ。

・各担任
・「新型コロナウイルスの
３つの顔を知ろう」（日本
赤十字社）「かけがえのな
い自分、かけがえのない健
康」（文部科学省）他

42 県西 小複合 その他

生活単元
「ほたる田の生
きものに親しも
う」

　本校では学校田の隣の溜め池を「ほたる田（でん）」と呼び、学習の場として活用して
きた。すみれ級（支援級）でも、生活単元の学習を通して四季の生きものと触れ合ってき
た。これまでも「観察した後は必ずほたる田に返す」ことを必ず確認してきたが、11月の
観察活動の後、「どうしてもドジョウを教室で飼いたい。」という声があがり、全員で話
し合った。「教室の鮒が１匹で寂しそうだから飼いたい」「教室で飼われて長生きできる
のか」「教室でスジエビを与えすぎるのはかわいそうなのでは」等と活発に意見が出さ
れ、「生きものは自然の中で一生を送ることこそが本来の姿である」と確認し合うことが
できた。

43 県西 小複合 その他 食育

　本校では、毎年「お弁当の日」として食育の指導を行っている。児童が保護者と一緒に
お弁当作りに取り組むことを通して、「食」に関心をもつ機会にしている。実施前には、
栄養士が学級ごとに栄養バランスを考えたメニューになるよう指導を行った。自ら食事を
作ることの楽しさを味わうとともに、日ごろから食事を作ってくれている人への感謝の気
持ちを持てるようにしている。また、衛生面に気を付けて調理に取り組むことも指導し
た。普段当たり前に食べている食事が、自分たちの命や健康を守ることにつながっている
ことを学習する良い機会となっている。

44 県西 小複合 その他 防犯・安全教室

　学校に不審者が侵入したことを想定した訓練を行った。発見者が実際に１１０番をし、
児童は、神奈川県警察本部「１１０番通報センター」とのやりとりを無線で聞きながら、
パトカーが学校に来て不審者対応をする様子を見学した。その後ＤＶＤを視聴し、１１０
番通報センターの仕事内容などについて知った。１１０番をしたときに伝える大切なポイ
ント（場所の名前・その場の様子を伝えること）などを教えてもらった。児童から、警察
署員の方に質問をする姿も見られ、自分にできることを真剣に考えていた。最後に、パト
カーや白バイ、アクティブ交番の見学をした。

松田警察署員



45 県西 小複合 その他

安全教育
「身の回りの危
険からいのちを
守る」

  身の回りの安全について、ソーシャルスキルトレーニングを行った。学校の遊具での安
全な遊び方や、不審者に声をかけられた際の対応等、カードに描かれている場面を見て、
どのように自分の命を守ればよいのかについて話し合った。自分の考えを持てず、咄嗟の
対応が難しい児童もいるため、様々な場面を提示し、友達の意見を聞きながら自分がどの
ように行動すればよいのかを知ることができた。

特別支援学級（情緒学級）
において、複合学年（３・
５・６年）で実施した。


